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運動継承！運動継承！運動継承！

不易流行不易流行不易流行
運動継承！

不易流行
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物登場物登場人

連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だよりは「しずおかeブック」から閲覧できます。
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こ
く
み
ん
共
済
ｃｏｏｐ
静
岡
推
進
本
部

本
部
長

寺
岡
康
彰

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

み
ん
な
が
安
心
し
て
温
か
い
ご
飯
を

食
べ
ら
れ
る
社
会
が
、
I
Y
C
を
機
に

2
0
2
6
年
は
更
に
広
が
る
よ
う
、
と
も
に
学
び
あ

い
、
話
し
合
い
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
日
本
の
何
処
か
で
毎
年
、
自
然
災
害
が

発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。
「
助
け
合

い
」
、
「
相
互
扶
助
」
を
忘
れ
ず
に
組
合

員
に
寄
り
添
っ
た
事
業
団
体
と
し
て
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て

き
た
運
動
や
事
業
を
継
続
・
発
展
さ
せ

て
い
く
と
と
も
に
、
運
動
の
歴
史
や
運
動
へ
の
思
い

を
次
世
代
役
員
に
継
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
、
皆
様
方
は
今
年
を
ど
の
よ
う
な
一
年
に
し
よ
う
か
と
想
い
を
馳
せ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
「
安
心

し
て
働
き
、
暮
ら
せ
る
社
会
」
を
め
ざ
し
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
こ
の
一
文
字
に
懸
け
る

2
0
2
6

　
「
是
」
と
い
う
文
字
が
表
す
意
味
は

正
し
い
、
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
私
達
は
是
々

非
々
で
事
象
を
と
ら
え
、
現
在
そ
し
て
未
来
を
生
き

る
人
達
の
為
に
正
し
く
理
に
か
な
っ
た
世
の
中
を
創

造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
は
継
承
者

を
育
て
繋
い
で
ゆ
く
役
割
が
あ
り
ま
す
。
森
羅
万

象
、
先
人
が
造
ら
れ
た
恩
恵
を
後
進
の
方
々
に
お
返

し
す
る
事
が
「
是
」
の
道
で
す
。
そ
れ
を
実
行
す
る

年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
社
会
全
般
に
お
い

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
I
C
T
全
盛
の
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
が
、
様
々
な
組
織
・
団
体
、
そ
し
て
人
々

と
の〝
繋
が
り
〞を
大
切
に
、
共
生
社
会
の
構
築
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
財
団
法
人

静
岡
県
年
金
福
祉
協
会

専
務
理
事

杉
山
裕
保

三
屋
智
広

　
「
齢
」
は
生
ま
れ
て
か
ら
重
ね
て
き

た
年
数
を
表
し
ま
す
。

　
齢
を
重
ね
、
老
い
を
迎
え
た
時
の
支

え
は
年
金
で
す
が
、
多
く
の
方
は
老
い
た
時
の
不
安

を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
歳
を
重
ね
る
皆
さ
ん
の
思
い
を
理
解

し
、
老
い
の
不
安
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
、
年

金
制
度
の
仕
組
み
と
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
　

静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

理
事
長

角
山
雅
典

　
「
頼
」
は
信
頼
の
頼
で
も
あ
り
、
頼
り

に
す
る
、
頼
る
と
い
っ
た
言
葉
に
使
わ
れ

ま
す
。
当
会
が
行
っ
て
い
る
「
暮
ら
し
何

で
も
相
談
」
に
は
、
毎
年
2
,
0
0
0
件
超
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
、
そ
の
多
く
は
「
心
の
悩
み
」
「
家
族
問
題
」

「
人
間
関
係
」
な
ど
が
大
半
を
占
め
ま
す
。
長
引
く
物
価

高
騰
に
伴
い
多
く
の
生
活
者
は
日
々
苦
し
い
生
活
が
続
い

て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
人
と
人
と
の
交
流
機
会
が
減
少
す

る
中
で
、
「
孤
独
・
孤
立
」
と
い
っ
た
社
会
問
題
も
増
加

し
て
い
る
時
だ
か
ら
こ
そ
、
心
の
拠
り
所
と
し
て
、
信
頼

さ
れ
、
頼
り
に
さ
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
取
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
さ
て
、今
年
は
干
支
の
中
で
も「
60
年
に
一
度
巡
っ
て
く
る
特
別
な
年
」、**

丙
午（
ひ
の
え
う
ま
）**
で
す
。
丙
も
午
も「
火
」の
性
質
を
持
つ
た
め
、

強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
情
熱
を
象
徴
し
、
挑
戦
や
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
活
動
に
向
く
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
幸
運
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
情
熱
を

行
動
に
変
え
つ
つ
、
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
積
極
的
な
挑
戦
で
運
を
つ
か
み
、
冷
静
な
判
断
で
火
の
勢
い
を
調
整
し
、
金
運
・

人
間
関
係
・
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
で
、
幸
運
を
最
大
限
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
挑
戦
や
再
ス
タ
ー
ト
に
最
適
な
一
年
。
私
た
ち
も
知
恵
と
勇
気
を
も
っ
て
未
来
を
切
り
開
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
新
春
に
あ
た
り
、
各
福
祉
事
業
団
体
の
代
表
者
の
皆
様
か
ら
「
２
０
２
６
年
こ
の
一
文
字
に
懸
け
る
」
と
題
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
文
字

と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、
こ
の
新
し
い
年
が
幸
運
と
繁
栄
に
満
ち
た
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 広 助

継繋

（よわい）

齢是

頼

静
岡
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長 

中
村
範
子

静
岡
県
労
働
金
庫

理
事
長

増
田
泰
孝

一
般
社
団
法
人

静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長

中
西
清
文

株
式
会
社

静
岡
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル

代
表
取
締
役
社
長

一
般
財
団
法
人

静
岡
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会

理
事
長

赤
池
浩
章

　
中
期
計
画
『
　
』
の
最
終
年
度
。

〝
グ
ッ
ド
マ
ネ
ー
の
循
環
〞を
軸
と
し
た

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
の
取
組
み
を
糧

に
、
は
た
ら
く
人
・
地
域
の
人
と
の
『
　
』
を
さ
ら

に
深
め
「
は
た
ら
く
人
と
そ
の
家
族
の
し
あ
わ
せ
づ

く
り
の
お
手
伝
い
」
を
会
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
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　2018 年 11 月以来、7 年ぶりに中国浙江省総工会（※）へ 11
月初旬 7 名で訪問し、友好交流を図りました。2024 年 4 月に訪
日団 6 名を受入れ、前回の訪日団メンバーのうち 3 名の方と再
会をすることができ、親交を深めることができました。

浙江省労働者サービスセンター
　浙江省総工会に直属する労働者の権利保護と生活支援を核心と
する公共サービス機関です。無料の法律相談、職業訓練、心理カ
ウンセリングなどのサービスを提供し、労働者が直面する労働紛
争や生活上困難の解決を支援しています。その役割は「静岡県福
祉基金協会」と一部似ています。近年大きな成果を収めるのは
24 時間相談ホットラインのデジタルサービスで、問題解決の便
利さと効率の高さが評価されています。自走するロボットが日本
語で案内・施設紹介をしてくれました。

雲州国際センター工会ステーション
　出前配達員やネット配車運転手などの屋外労働者を支援する
サービスステーション。休憩スペース、手頃な料金で飲食サービ
ス（例：10 元［日本円 :200 円～ 300 円程度］）が受けられたり、
無料の充電サービスが提供され、屋外労働者の日常的なニーズを
満たす取組みが行われています。宅配便、ライドシェアの従事者
に向けた福利厚生サービスに重点を置いています。ステーション
は通常、オフィス街や商業地域近くに設置されており、労働者た
ちの日常的な交流の場ともなっています。

【浙江省総工会】（※）
　浙江省における労働組合組織の最高指導機関であり、1952
年設立されました。中華全国総工会および中国共産党浙江省
委員会の指導のもと、省内の工会（労働組合）活動を統括・
指導しています。
＜静岡県と浙江省の関係＞( 行政レベル )
　1982 年 4 月に友好提携を締結し 40 年以上にわたり、さ
まざまな分野で交流を深めています。
・文化・芸術：音楽イベントの交流、芸術作品の巡回展など。
・青少年交流：学生の相互派遣、教育旅行の受け入れ。

今回の訪中での主な視察・見学先報告
＜総工会に関連する団体訪問＞

自動車メーカー · ジーリーグループ
　浙江省杭州市に拠点を置き、先進的な電気自動車（EV）とスマー
トカー研究開発と生産活動をしています。ヨーロッパの自動車
メーカーを買収し、ブランド力を高めている企業です。

インターネット企業 · 浙江大華テクノロジー株式会社
　北京冬オリンピック、G20 杭州サミットなど重要なイベントの

スーパーマーケット・世紀聯華超市
　30 年以上の歴史を持ち中国でよく知られたスーパーマーケッ
トチェーン店。注文から 30 分以内の宅配サービス、ライブで商
品紹介を行い注文を受けるネット販売、食の安全のため国家食品
安全基準の生産者情報を
開示を二次元コードから
提供するなどに取組んで
いました。
　AI技術の取入れ、発展・
進化は、企業に留まらず、
省内の街中で触れること
が多く、目を見張るもの
がありました。

　今回の訪問で今後の交流訪問について、双方の起点となる
年度から 5 年ごとに訪問すること費用負担の在り方などの合
意書の締結を行いました。
　次回交流は 2028 年に浙江省からの訪日、2030 年に静岡か
らの訪中となります。相互の友好が国家間の関係性に影響な
く続くことを期待しています。

＜省内にある企業訪問＞

・経済・産業：企業の進出・貿易、ビジネス交流会の開催。
・環境・福祉：介護人材育成フォーラム、福祉事業の紹介。
・観光：富士山静岡空港から杭州・寧波への定期便
＜静岡県労福協・連合静岡、浙江省総工会との関係＞
1995 年から浙江省総工会との友好親善訪問を交互に実施し
て、日本からは13回の訪中・浙江省からは12回の訪日を行っ
てきました。
・ 訪問団は「特別友好訪中（訪日）団」として、双方とも関
係団体や企業などへ視察見学し、労働条件、福利厚生に関わ
る労働福祉や労働環境について意見交換を行っています。

記念品交換

24時間相談ホットライン 日本語で案内する
自走ロボット

合意書締結式

浙江省総工会代表団との集合写真

7年ぶりの友好交流～中国浙江省総工会第13次訪中報告

店内でリアルタイムライブ配信によるネット販売

セキュリティ保障、スマートサービス提供を行い国家ハイテク企
業と認定され、併設されている保育施設では、自分の子供と食事
を一緒に過ごせるなど社員と家族の生活環境整備に力を入れてい
ました。

労働者自主福祉運動体験学習会
　今回で 5 回目を迎える労働者自主福祉運動体験学習会（こくみん共済 coop との共催）を 2025 年 11 月 30 日、12
月 1 日で開催しました。
　本年の体験学習会は地域・地区労福協の会員団体、事業団体（ろうきん・こくみん共済 coop・静岡県生協連・連
合静岡・労働者福祉基金協会）、静岡県労福協の役員・担当者、総勢 40 名が参加して、労働者運動・協同組合運動
の歴史を学び、講演・意見交換・見学体験を共有し、相互理解を含めることができた学習会となりました。

1 日目（11月30日）
賀川記念館【講演】「賀川豊彦の思想と実践」～

賀川豊彦はガンジー、シュバイツァーと
並んで「世界 3大聖人」と称されている人物で、救貧・
防貧、さらには日本における「協同組合の父」とし
て助け合いの社会づくりに尽力された活動家です。
こくみん共済 coop、生協、労働金庫などの協同組織
設立の基礎を築き上げました。仕組み作りと実践が
ともなった功績を賀川記念館 西顧問から講演を受け
ました。

　　　　　　　【分散会】「伝えたいこと」「実行し
　　　　　てみたいこと」～ 4 グループに分かれて、
講演を受けての意見交換を行いました。現場からの
困りごと・課題を拾い上げていくこと、信頼関係を
築いていく大切さ、歴史を継承していく教育・学習
機会を持つ重要性など、2 日目移動中のバス乗車中
に各グループからの代表者から報告がされ、講演か
ら感じたことを共有しました。

2 日目（12 月1日）
北淡震災公園【講話】震災の語り部～阪神・淡路大

震災の経験と教訓を語り部の米山（こめやま）
総支配人から講話を受けました。被災体験による日
頃の減災・防災の大切さ、日常的なご近所との付き
合いとの大切さや自治体・行政との協力と役割分担
など身振り手振りを加え、迫力ある講話をしていた
だきました。震災で娘さんを亡くされた親御さんが
10 年後にしたためた娘さんへの手紙を披露いただき
ました。災害で一瞬にして、日常生活が失われ、「自
分の命は自分で守る」ことの大切を教えてもらいま
した。

　　　　　　　【見学】野島断層～地震による地面
　　　　　のズレ、建物家屋のひび割れ、傾きなど
から、地震のエネルギーの大きさを体感しました。

　参加者からは今回の経験を踏まえ、支え合うこと、
助け合うこと、つながることの大切さを学び、活動
の継承、不易と流行を心にとらえて活動に取り組む、
言うだけでなく実行することの大切さを訴求するな
ど、多くの感想を寄せてもらいました。今回の体験
から自主福祉運動が伝播されることを期待します。

語り部講話 米山総支配人

賀川記念館
講演 西講師
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こくみん共済 coop 静岡推進本部　
運営委員セミナー開催報告

　こくみん共済 coop 静岡推進本部では、2025 年 11月 11日（火）ホテルアソシア静岡において「運営委員
セミナー」を開催いたしました。県内各地より計 97 名の運営委員の皆さまにご参加いただきました。本セ
ミナーでは、「防災・減災」をテーマとした外部講師による講演やワークショップおよび分散会での意見交
換を行いました。参加者のアンケート結果からは、外部講師による講演は「災害時のトイレの重要性につ
いて実感することができた。自分自身や組織の備えを見直したい。」、ワークショップは「実際に体験する
ことができて貴重な経験となった。」などの感想が多く寄せられました。

　本運営委員セミナーは、共済活動の更なる発展と啓発、地域に根ざした
取り組みを深めることを目的に開催している。
　静岡県は災害リスクの高い地域であり、「いつ起きてもおかしくない」
という思いで、災害への備えに臨まなければならないと考える。
　災害の備えも共済制度も伝えなければ、組合員には届かない。そして伝
え方ひとつで相手の理解や行動も大きく変わる。今回のセミナーが、組合
員との繋がりを一層深める一助となるよう積極的な参加をお願いしたい。

　日頃より運営委員会活動を通じて、各種取り組みにご尽力いただいて
いることに感謝申し上げる。災害に対する備えとして、無保障者解消の
取り組みと自然災害共済付帯率の向上を一層進めなければならない。
　本日のセミナーが防災・減災についての知識を深め、大切な人の命と
くらしを守るために、皆さんとともに考えて、ともに行動するきっかけ
の場となることを祈念する。

【挨拶 小澤 実行委員長】

ワークショップ：
　「『簡易トイレ・携帯トイレ』を作成・体験してみる」
　防災用品の取り扱いをしている県内企業「ファシ
ル株式会社」のご協力のもと、組み立て式簡易トイ
レの作成・模擬使用体験を行いました。

講演：「なぜ災害時のトイレが問題なのか？ 
　　　～過去の大規模災害時のトイレ事情から学ぶ～」
講師：特定非営利活動法人　日本トイレ研究所　代表理事　加藤　篤 氏
　災害時のトイレの重要性の観点から、過去の大規模災害時のトイレ事情
を写真や統計データを交えながらご講演をいただき、災害への備えについ
て改めて考えさせられる講演となりました。

分散会：「伝える」をテーマのもとに、以下の 3
点について各班に分かれて意見交換を行いました。
①講演・ワークショップの感想と執行部や組合員
　に伝えたいポイント
②「備える（準備する・点検する・見直すなど）」
　ことの重要性をを組合員に伝えるには
③伝える方法（教宣物やデジタル配信、職場委員会・集会など）

【講師：加藤 篤 氏】　

【挨拶 寺岡 本部長】　 つづけるSDGs はじめるSDGs
「持続可能な社会のために ナマケモノにもできる
アクションガイド」（国連広報センター）にある
行動例（レベル1～ 4）にあわせて紹介します。

E-mailは労福協ホームページの
「応募する」をご利用ください。

をクリック
応募する

あてはまると思われる「レベル番号 (１～ 4)」と＜アクション＞（40文字程度）をハガキ・FAX・e-mail のいずれかでご応募ください。
掲載にあたっては、市町村名とイニシャル ( あるいはニックネーム ) で紹介させていただきます。
■締切日　2026年 2月 14日（土）［消印有効］
■記載項目①お名前②電話番号③郵便番号と住所④「レベル番号 (１～ 4)」⑤＜アクション＞⑥ニックネーム
応募先　〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　「県労福協だより編集係」FAX 054-273-3110
アクション、レベル番号はメッセージにお願いします。

フードバンクふじのくに活動報告

寄稿いただいた方の中から掲載させていただいた方に粗品をプレゼントさせていただきます。

応
募
要
領

あなたが取り組んでいる身近なSDGsの活動をご紹介ください。

　いつもフードバンク活動へのご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうござい
ます。
　今年の夏季フードドライブも、３５８か所もの回収拠点の皆様のご協力をいただ
き、無事に行うことができました。集まった食品はのべ１７０名以上のボランティ
アさんたちの助けを借り、仕分け作業まで完了しました。２０２５年夏季フードド
ライブの結果は、回収８トンとなり、前年度同時期２０％減という結果となりました。
物価高騰、コメ不足により、私たちフードバンクの食料確保については苦戦をして
いる状況ですが、そのような中でも多くの方からのご寄贈をいただいたことに感謝
するとともに、生活にお困りの方に確実にお渡しすることをお約束いたします。
　さて、今年は国連が宣言した「国際協同組合年」ということで、従来より連携を
させていただいている、静岡県労働者福祉協議会、静岡県生活協同組合連合会だけ
でなく、農業協同組合とも、フードドライブを通じることで連携の幅を広げること
ができました。「食品ロス削減推進計画」においても、食品ロス削減に対する私たち
の活動は、様々な立場の国民がこの課題を「わが事」ととらえ、一部の人間だけで
行うのではなく、「みんな」で行っていく必要があると、規定しています。一人でも
多くの賛同者・協力者を得ることができるよう、活動を続けてまいります。

　厳しい状況となり、皆様のご協力が頼りとなります。引き続き、皆さまのご支援
をいただけますよう、よろしくお願いいたします。

ストレス軽減の為の、呼吸法やメ
ンタルケアの動画を見てみる。首
のストレッチ等で、寝たまま健康
促進かな？

【読者の方からのご紹介】
静岡市 Sさん

野菜のヘタ、皮などで野菜だしを
作り料理に使います。煮だした物
は庭に埋め肥料に。ごみの削減に
もなります。一石二鳥です！

【読者の方からのご紹介】
浜松市 I・A さん

すずしい時間に自転車通勤してい
ます。お弁当をホットジャーに冷
たい麺やアイスクリームを入れ
て、食べ物は涼しく、サイフはあ
たたかく心がけている。

【読者の方からのご紹介】
藤枝市 A・Sさん

金融機関での入出金及び両替手続
き時は伝票を使わず、タブレット
を使用しています。　

【読者の方からのご紹介】
掛川市 ニックネーム　あんちゃん

夏期フードドライブ
仕分け作業風景

仕分け作業

国際協同組合年
女性交流集会講演

女性交流集会フードドライブ
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静岡県生活協同組合連合会
「行政や諸団体とのネットワークを強化し、会員生協とともに県民の平和で
よりよいくらしにつながる取り組みを進めます」をスローガンに掲げて活
動を進めています。

「つながる力で能登を笑顔にアクション in いしかわ」　
に参加しました

　2025年9月2日（火）～3日（水）、日本生協連と石川県生協連が開催した被災地交流企画に静岡県生協連から４名
が参加しました。
　1日目は全体会と分散会で、発災からの活動状況、遠隔地支援、平時からのつながりの重要性などが共有され、
防災意識向上の事例交換が行われました。
　2 日目は門前・輪島・珠洲などの被災地フィールドワークを実施。隆起した漁港やブルーシートの家屋など、
復興に長い時間を要する現状を視察しました。
珠洲市正院町の避難所の話では、避難者をゲスト（お客様）ではなくキャスト（一緒に運営する仲間）として
とらえ役割分担することで避難所運営を行った経験談をお聞きし、自助・共助の重要性を再認識しました。
　この参加を通じ、今後も息の長い継続的な支援を続けていくことの重要性を確認しました。

9・23焼津行動に参加しました
　2025 年 9 月 23 日（火）に開催された焼津行動には、静岡県生協連役員および会員生協のユーコープ・浜北
医療生協役職員が参加しました。この日は第五福竜丸無線長・久保山愛吉氏の 71 回目の命日にあたり、墓参
行進と弘徳院での墓前祭に臨みました。
　午後の「焼津のつどい」では、静岡大学名誉教授山本義彦氏の記念講演や、核兵器廃絶を訴える高校生の特
別発言があり、平和への思いを共有しました。この行動を通じて、核兵器のない平和な未来を願う決意を新た
にしました。

正院町公民館の駐車場は隆起がひどく今も手つかず全体会の様子

焼津駅南口から横断幕を持ち行進します。
前列左から 2人目が中村会長
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（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

大樹生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

●電話でのお申し込み・お問い合わせは、平日 9 時～ 17 時で承ります。●受付は先着順で、募集に達し次第終了します。●取得した個人情報は、
講座の運営にのみ使用いたします。●災害その他やむを得ない事情により、中止とさせていただく場合があります。

相談時間 /平日 9：00～17：00

【申込】ライフサポートセンターしずおか西部事務所
TEL 053-466-6307 FAX 053-466-6273

浜　松

【日時】 2/21（土） 10:30 ～ 12:30
【会場】 浜松労政会館 第 1会議室
【募集】 50名

人生のしまい方
小谷 みどり さん　シニア生活文化研究所代表

自分の最期をどう締めくくるのか、
終活について伝えます

申込

【申込】ライフサポートセンターしずおか中部事務所
TEL 054-270-3963 FAX 054-272-0014

静  岡

【日時】 2/28（土） 13:00 ～ 15:00
【会場】 ALWFロッキーセンター
　　　（静岡県勤労者総合会館3階）
【募集】80名

夢と感動を支える者として
西村 雄一 さん　
ワールドカップやJリーグなど、約25年の
レフェリー人生を振り返ります

申込

サッカー元国際審判員

【申込】ライフサポートセンターしずおか東部事務所 
TEL 055-929-9820 FAX 055-929-9825

富　士

【日時】 3/7（土） 13:00 ～ 15:00
【会場】 ロゼシアター 第 1会議室
【募集】 50名

自分で考えることがどんどん楽しくなる魔法 /思考力
　  井本 陽久 さん

子どもの思考力を育てるためのポイントを伝えます

申込

【申込】ライフサポートセンターしずおか中部事務所
TEL 054-270-3963 FAX 054-272-0014

島　田

【日時】 3/14（土） 10:30 ～ 12:30
【会場】 プラザおおるり 第 3多目的室
【募集】 50名

相続は準備が肝心 事例から学ぶ揉めない相続の話
　　佐藤 麻妃 さん　

相続が争族にならないための対策を伝えます

申込

司法書士法人つなぐ島田事務所代表
司法書士

合同会社いもいも代表
元栄光学園数学教師

【申込】ライフサポートセンターしずおか中部事務所
TEL 054-270-3963 FAX 054-272-0014

静  岡

【日時】 4/18（土） 13:15 ～ 15:15
【会場】 あざれあ 大ホール
【募集】 200名

【日時】2026年 5月 22日（金）
　　　 13時受付開始（13時 30分開会）
【会場】 ALWFロッキーセンター
　　　（静岡県勤労者総合会館3階）
基調講演　講師　　慶應義塾大学　　井手英策　教授
ディスカッション　慶應義塾大学　　井手栄策　教授
　　　　　　　　　静岡文化芸術大学　森　俊太　教授これからの労働者の生活は、どのような展望を持ち、

どう向き合っていくべきなのか、参加者の皆さんと 考えていきます。

テレビ寺子屋公開録画 （テレビ静岡番組収録）
内藤 いづみ さん　在宅ホスピス医

働く人の“いま”と
“これから”を見つめて～
静岡県内労働者の声から
未来を考える

・・・成果発表セミナー開催 ・・・

「いのちをつないで生きていく、ということ」
「みんな大丈夫。あなたらしく、いい塩梅で生き抜く」
 （講演テーマは変更になる場合があります）

申込

【申込】ライフサポートセンターしずおか西部事務所
TEL 053-466-6307 FAX 053-466-6273

浜　松

【日時】 4/29（祝水） 10:30 ～ 12:20
【会場】 地域情報センターホール
【募集】 50名

本が紡ぐ豊かな人生～町の本屋として～
高木 久直 さん　

本の移動販売やペイフォワード文庫など、
人と本をつなぐ活動や本の魅力を伝えます

申込

走る本屋さん高久書店代表
静岡書店大賞実行委員

Photo by 中西裕人

（受付は 2/16より）

ＡＬＷＦゼミ
マネージャー、リーダー、ステップアップの３コースを開催しました。
福祉基金協会では、2025年 11月にALWFゼミ３コースを開催しました。
（11/29マネージャーコース・11/13ステップアップコース・11/7 リーダーコース）

ゼミ・マネージャーコース
福祉事業団体の幹部役職員を対象に下記内容で講演を行いました。
●講演テーマ：「協同組織の未来」
●講師：新田 信行　氏（開智国際大学客員教授、一般社団法人ちいきん会代表理事）
　第一勧業信用組合元理事長の新田氏より、協同組織の役割として、リレーションシップバンキン
グや地域社会との絆がますます重要になることを講演いただきました。
　協同組織こそがローカルゼブラ企業として地域とつながり、地域課題の解決に対してポジティブ
に取り組むことが求められている点を各事業団体の管理職向けにお話しいただき、グループディス
カッションにより共有化しました。参加者は６０名でした。

ゼミ・ステップアップコース
入職２～５年生を対象とした「ステップアップコース」を開催しました。
（１）「競争か連帯か　～労働者自主福祉運動の理念と歴史～」
　　　●講師：労働者福祉中央協議会講師団　高橋 均　氏
（２）「労働組合と福祉事業団体～若手職員に期待するもの～」
　　　●講師：「静岡労金会員研修講師団」三菱電機労働組合静岡支部　執行委員長 仁王 尚夫　氏
（３）プレゼンテーションとグループワーク
「協同化推進に向けた理念とスピリットの再設定」と題し、福祉事業団体
からのプレゼンとグループワークを行いました。お互いの団体を知り、相
互に利用することの意義を職場にどう広げるのか、それぞれの団体をなぜ
利用するのかグループで話し合い、実践していくことを確認しました。
参加者は２６名でした。

ゼミ・リーダーコース
リーダー職員対象の「リーダーコース」を開催しました。
（１）「競争か連帯か　～労働者自主福祉運動の理念と歴史～」
　　　●講師：労働者福祉中央協議会講師団　高橋 均　氏
（２）「労働組合と福祉事業団体～事業団体のリーダー職員に期待するもの～」
　　　●講師：「静岡労金会員研修講師団」トヨタバッテリー労働組合　執行委員長 西山 貴志　氏
（３）ファシリテーション講座～「みんなのやる気を引き出す話し合い」のための基礎と実践を学ぶ～
　　　●講師：NPO法人日本ファシリテーション協会フェロー 鈴木まり子氏
　　　会議、打ち合わせ、ワークショップ等の場面において、参加者主体で、円滑かつ効果的に話
　　　し合いを促進し、その目的を達成するためのスキルとマインドを学びました。会議に出席す
　　　る際の意識が変わったなど、日々の業務等でファシリテーションを活用出来るきっかけが掴
　　　めたようです。
　　　参加者は２２名でした。

マネージャーコース　
新田講師

高橋講師
リーダー・ステップアップコース

西山講師
リーダーコース

ステップアップコース
仁王講師

ステップアップコース　グループワーク

１

2

3
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第21回 チャレンジ川柳
新
年 

川
柳
の
お
題
は
　

 「ろうきんグリーン友の会県連絡会」・「静岡県退職者福祉協議会」共催、
 【ライフサポートセンター友の会】  協賛で、川柳の募集を行います。

「
福
来
る
」「
至
福
の
時
」etc. 

ま
た
は「
福
」を
感
じ
た
出
来
事
・・・
な
ど

募集期間　２０２6年　１月14日(水)～２月１0日(火)
応募規定　〈ろうきん〉や〈こくみん共済 coop〉にお取引のある方であれば、
　　　　　どなたでも参加できます。ただし、お一人様一首、未発表のものに限ります。
応募方法　Ⅰ. 静岡県労働金庫本支店に備え付けの応募用紙にて応募箱に投函
　　　　　Ⅱ. 県労福協ホームページ応募フォーム(右記QR) より応募
　　　　　   件名：「労福協だより」への投稿を選択
　　　　　   メッセージ欄へ：所属労組名と川柳応募作品を記載のうえご応募下さい　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　賞と賞品　最優秀賞　１点　１万円相当の商品券
　　　　　優 秀 賞　５点　５千円相当の商品券
　　　　　入　　選　数点　３千円相当の商品券
　　　　　佳　   作　数点　千円相当の商品券

★応募作品は、外部の有識者による審査にて、厳正に審査致します。
★入賞作品の著作権は「ろうきんグリーン友の会県連絡会」「静岡県退職者福祉協議会」に帰属するものとします。
★入賞作品ならびに入賞者は、ライフサポートセンター友の会ホームページにて４月中旬頃公表します。
★最優秀賞ならびに優秀賞は、表彰式を行います。入選、佳作者は賞品の発送をもって表彰に代えさせて頂きます。
★応募者の個人情報は、入賞者への賞品の発送及び本件に関する諸連絡にのみ使用させていただきます。

お問合せ先　ろうきんグリーン友の会県連絡会事務局・静岡県退職者福祉協議会事務局　☎０５４－２７５－１３８８
協　　　賛　ライフサポートセンター友の会
後　　　援　静岡県労働者福祉協議会・静岡県労働金庫・こくみん共済 coop静岡推進本部

 
「
福

　」 
（
ふ
く
）

チャレンジ川柳の募集で～す  
ユーモアに風刺をきかせ、

そしてホロリ  そんな作品募集中！

金谷地区退福共グラウンドゴルフ大会  金谷地区退福共グラウンドゴルフ大会  
開催日：2025年10月7日（火曜日）会場：かなや大井川緑地
　島田榛北地区には、金谷地区退福共と島田地区退福共が活動してい
ます。
　大井川を隔て、西が金谷地区、東が島田地区です。1964年に設立し
た金谷地区退福共ではありますが、約20年前に島田地区労福協と金谷
地区労福協が一体化されてからは、徐々に「旅行」「各種イベント」「セミ
ナー」などを島田地区退福共と合同で行うことも多くなりました。しか
しこのグラウンドゴルフだけは、独自開催を今も貫いています。
　島田市内には大井川河川敷沿いに専用コースが多数整備され、地域
の大会や愛好家クラブも多数活動しており、幅広い世代が気軽に楽し
める生涯スポーツ
として定着してい
ます。大会を通じ
て会員同士の交流
もさらに深まり、健
康増進だけではな
く、絆づくりにも大
きな役割を果たし
ています。

子ども食堂への支援活動子ども食堂への支援活動
　地域の子ども達の健やかな成長と、世代を超
えた暖かいつながりを願い、子ども食堂への支
援も継続的に行っています。子ども食堂は、食事
を通じて子どもや高齢者、地域の方々が交流
し、支え合う大事な場です。今後もこうした活動
を応援に誰もが安心して暮らせる、笑顔あふれ
る地域づくりに貢献していきます。

金谷地区退福共活動報告
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈子ども食堂責任者との
意見交換会の様子〉
2025年10月28日（火曜日）
ひだまりカフェCCキッチン
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金指 敦之 氏
カネザシ 　 　　アツシ　 　　

2010 年 4 月 静岡県労働金庫より静岡県労働者福祉協議会
へ出向／同年 6 月（一社）静岡県労働者福祉協議会 専務
理事に就任／ 2016 年 6 月 静岡県労働金庫へ帰任　2021
年 3月 静岡県労働金庫を退職。
現在は町内の区長、区長会会計、福祉推進会広報委員長な
ど多方面の地元の活動で活躍中。
家庭ではお酒のつまみを手始めに夕食調理担当として料理の腕
を振るっている。カレーライスはお孫さんに大好評でリクエストが
多いとのこと。最近のマイブームはサイクリングで、訪問先で撮っ
た「映え」写真をSNSに掲げています。
座右の銘：ろうきん統括部時代の営業改革に取り組んだ時の
合言葉「見方を変え」「やり方を変え」「意識を変えて」「行動し」
「習慣化する」…現在は町内会の活動時にも意識している言葉

運動継承
シリーズ

   

不易流行とは…変わらないもの（不易）と変わるもの（流
行）のバランスを重視する考え方です。変わらない価
値を追求し、時代・情勢に柔軟に対応していくことです。

易 流 行不

　先人の役員、関係者の方々から当時の逸話、労福協活動との出会い、印象的な経験・活動、現役を退
いてから見た労福協活動、今後の期待等々、助言、ご意見を伺っていきます。読者の皆さんが、現在の活
動の新たな気づきのきっかけづくりをコンセプトにタイトルを「不易流行」として連載していきます。
　「不易流行」第 2段の登場は金指敦之さんです。

地域役立資金の設立の目的

　この資金は静岡県内の労働者自主福祉運動の発展に
寄与する活動に役立てることを目的に 2010 年 6 月静岡
県労働金庫第 58回通常総会の承認を経て創設されまし
た。「地域役立資金」と名付けられ、静岡ろうきん会員
に還元された特別利用配当金を会員から再拠出してい
ただき、3 年間で 30 億円を積み上げ資金の原資としまし
た。この資金を管理団体である県労福協に19 億円「地
域活動拠点づくり資金」「地区活動拠点づくり資金」「人
づくり資金」と、福祉基金協会に 11 億円「本部活動拠
点づくり資金」「生きがい・仲間づくり資金」として預け
られ、2012 年度よりそれぞれの目的で活用されています。

　尚、もう一つの資金管理団体の福祉基金協会も公益
財団法人として認可され、幅広く勤労者等の福祉向上
のため会議やイベントに活用できるスペースを備えた本部
拠点が必要となっていました。
　これらの課題に対し、県労福協・連合静岡・静岡ろ
うきん・全労済（現こくみん共済 coop）の各代表者がリー
ダーシップを発揮し「地域役立資金」の創設を方向づけ

私が県労福協に着任した2010 年は「地域役立資金」の創設が決定され、資金の積み上げ、資金の活用の協議が
スタートした年でした。

地域役立資金の設立の背景

　静岡県労福協は他県と異なり組織労働者にかぎらず
未組織労働者対策にも視野を広げ、1950 年代から 60
年代にかけ静岡ろうきんの各支店を単位に地区労福協を
つくり未組織労働者の受け皿としました。しかし、後に地
区労福協の拠点を移す必要に迫られ、新たな拠点整備
を全地区労福協で対応することとなりました。また、今後
の回で記述する大学生の「奨学金」問題がクローズアッ
プされ、静岡独自の苦学生に対する支援について検討
を開始していた時期でした。これら各問題を解決するに
は相当のお金が必要で、その資金の捻出をどうするの
か大きな課題となっていました。

今だから言える苦労したこと
　地域役立資金（３０億円）の原資となる特別利用配
当金の再拠出は、言葉では簡単ですが各労働組合は
利用配当金を年間の労組予算に組み込み定期大会で
承認を受けて活動しています。再拠出に当たっては各
機関会議で討議をし、改めて定期大会に掛け承認を得
るなど相当な労力が必要でした。「創設の意義は理解で
きるが資金が枯渇したらどうする？」「資金が無くなったら
拠点は廃止するのか？」など心配する意見が多数出さ
れ、説得するろうきん各支店の運営委員長、支店長は
かなりの苦労がありました。しかし、各地区での熱心な
説明のおかげで最終的にはどの地区からも多くの賛同を
取り付けることが出来、安堵すると共に資金管理団体と

その時の経験で思うこと

　全国に例のない「地域役立資金」を誕生させてやれ
やれではなく、この資金の本来目的である「地域の自主
福祉運動の前進に寄与しているのか？」を絶えず検証し
ていく必要があります。2014 年には県内各地域拠点に
於いて「地域拠点効果検証ヒヤリング」を実施し、それぞ
れの地域役員から地域・地区拠点の設置効果につい
て聞き取りを実施しました。その時点ではどの拠点でも
効果はまだこれからとの声が多かったと記憶しています。
どうかこの素晴らしい「地域役立資金」の更なる有効
活用と資金の維持継続に、多くの関係者のご尽力を頂
けますよう願ってやみません。

湖西地区の役員と拠点設置について協議する県労福協天野副理事長（当時）左側

地域役立資金が県労福協理事会で承認され、その審議経過を幹事会で報告。
多くの質問・意見が出されました。

各地域拠点で行われた「地域拠点効果検証ヒヤリング」
写真はヒヤリングを受ける沼津地域労福協役員

ました。創設には多くのろうきん会員からの支持を取り付
け、再拠出に合意した会員は全体の 97.49％を占めまし
た。ろうきん会員の総意を持ってろうきんの利用から生ま
れた尊い果実を地域に役立つようにと誕生した全国に例
のない素晴らしい制度（資金）となりました。
　「静岡だから出来たんだよね。」「羨ましいね。」
　他県から呼ばれて講演をする機会が何度か有り、講
演の中でこの「地域役立資金」の創設について話をし
ましたが、静岡県労福協を中心としたまとまりの良さ、自
主福祉運動の先進性を高く称賛する多くの声を聞くこと
が出来ました。

地域役立資金を活用して開設した「ALWFロッキーセンター」開所式

=県労福協=
地域活動拠点づくり資金   ６億円
地区活動拠点づくり資金　 ４億円
人づくり資金　　　　　　 ９億円
=福祉基金協会=
本部活動拠点づくり資金　 ４億円　
生きがい・仲間づくり資金 ７億円

地域役立資金（30億円）の資金内容

地域役立資金の
資金内訳

してその責任の重さを改めて痛感しました。
心配する意見はありましたが、走りながら考えていくこと
として、まずは開設することを優先してスタートしました。



R o f u k u k y o   2 0 2 6  N ew  y e a r  16 15 R o f u k u k y o  2 0 2 6  N ew  y e a r

   

地区労福協事務局長のリレートーク　No.59

人物登場
裾野地区労福協　事務局長　
全矢崎労働組合裾野支部/執行委員長　

三枝　利之 
サエグサ　 　トシユキ

①趣味：アウトドアスポーツ・ソロツーリング
②モットー：人生は一度きり
③最近感動したこと：組合事務所に新しい
　エアコンが付いたこと
④最近失敗したこと：健康診断で初めて
　再検査になってしまったこと

   

　こんにちは。裾野地区労働者福祉協議会の

事務局長を務めております、全矢崎労働組合 

裾野支部の三枝利之と申します。この度はリ

レートークの機会をいただきありがとうござ

います。

　裾野地区労福協は裾野地区で働く勤労者、

全16団体、構成員6,360名で構成しており、

地域で働く労働者のさらなる福祉向上を目指

して活動し、今期で46周年目を迎えます。

　大きな活動としましては、地域勤労者の福祉向上をめざして3名の顧問議員との「行政報告・意見交換会」

を開催し、裾野市内の勤労者が日頃感じている意見や質問を共有し、裾野市長への行政要望事項として幹

事会の中で検討しております。そして裾野市長との懇談会で行政要望に反映させ、要望書を提出しており

ます。裾野市からも書面で回答をいただき良好な関係を築いております。

　社会貢献活動では、裾野市クリーンキャンペー

ンを実施し、各団体からも多くのボランティアの

皆さんに協力していただき街の美化活動に積極的

に関わっております。

　レクリエーション活動では、勤労者とその家族

が楽しんでいただくイベント企画として、裾野地

区労福協の会員でもあります富士サファリパーク

さんの入園券を会員組織人員に応じて配布し、個

人（家族毎）で自由に足をはこぶことができる企

画で大変好評をいただいております。また、駿東

勤労者福祉サービスセンターと北駿地区労福協と

コラボ企画として地域の飲食店を支援するクーポ

ン券配布事業「外でご飯＆テイクアウト」を実施し、

勤労者に地域の飲食店を利用してもらうイベント

を行いましたが、利用率が微増なところが課題で

ありますので、地域で利用したことがない飲食店

に行ってみる良い機会に繋がるよう次回は工夫を

こらしていきたいです。

　結びに、裾野市はトヨタ自動車さんの実証実験

都市「ウーブンシティ」が本格稼働を始めました。

世界中から注目される地域となりこれからインフ

ラ整備も進み、既に最寄りの岩波駅には「イーパ

レット」と呼ばれる EV バスを見かけることが多

くなりました。地域勤労者の多くはウーブンシティ

の中に入ったことがないと思いますので、もしチャ

ンスがあれば視察してみたいところです。これか

ら大きく変わっていく裾野市と共に裾野地区労福

協も先の未来に向けて勤労者の福祉向上を目指し

た活動に取り組んで参りたいと思います。

行政要望

クリーンキャンペーン

清掃活動

「幸せを支え合う社会」の実現のために福祉基金協会ではＮＰＯ団体との新たな活動を模索しています。労福協会員の皆様にＮＰＯ組織をより
身近に感じていただくために、中間支援団体の紹介に基づいてＮＰＯ団体の活動を労福協だよりに掲載しています。

「同一労働同一賃金」って知ってます?　こちらで答えが見つかります

https://workers  library.com/

◎ 参加費‥無料　　　◎開催時間‥各会場、午前10時～12時　
◎ 申込先‥(一財)静岡県年金福祉協会　TEL 054(251)2767

 会場毎、定員になり次第、受付を終了します。

（一財）静岡県年金福祉協会主催　２０２5年度　市町年金セミナー開催スケジュール

2026年　3月1日（日）
2026年 　3月15日（日）

三島市　市民文化会館
富士市　ロゼシアター

【共催】三島市　【協賛】三島田方勤労者福祉サービスセンター　
【共催】富士市【協賛】(一財)富士市勤労者福祉サービスセンター｢ふくりこＦｕｊｉ｣

開　催　日 開 催 場 所 共催・協賛団体

PC、スマートフォンどちらでも見やすく使いやすいサイトです。
在ります ! … 労働組合の研修用教材もダウンロードして自分たち
組織用にアレンジできる
サイト在ります。

同一労働 を検索

階層別研修用教材 を検索［ワーカーズライブラリー］

静岡で働く人のための資料閲覧サイト

地域・地区労福協の活動予定
月   　　日  曜日  　開催時間   　  催事（イベント） 　　 　　　　会場（場所）　  　　　　参加資格・参加費など　　　  　　主　催 　　　　　　　　　　　　　　　備　     考
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21

土

土

水

木

木

日

火

土

土・日

月

土

土

お問合せ先　清水地区労福協
☎054-351-9222（曜日火・水・金/時間9：00～13：00）
お問合せ先　静岡地区労福協
☎054-269-4628（曜日月・水・木/時間9：00～13：00）
お問合せ先　小笠南地区労福協
☎0537-28-9566（火・水・木曜日/時間9：30～14：00）
講師：小沼みのり氏
共催：浜松市

お問合せ先　清水地区労福協
☎054-351-9222（曜日火・水・金/時間9：00～13：00）

お問合せ先　三島地区労福協長泉支部
☎055-955-7670（月・水・金/10：00～14：00）
お問合せ先　島田榛北地区労福協
☎054-639-9030（曜日月水金/時間9：00～13：00）
文具：児童養護施設へ寄贈
食品：フードバンクへ寄贈
お問合せ先　静岡地区労福協
☎054-269-4628（曜日月・水・木/時間9：00～13：00）
お問合せ先　三島地区労福協
☎055-955-7670（月・水・金/10：00～14：00）
お問合せ先　掛川・小笠南地区労福協
☎0537-28-9566（火・水・木曜日/時間9：30～14：00）

お問合せ先　掛川・小笠南地区労福協
☎0537-28-9566（火・水・木曜日/時間9：30～14：00）

お問合せ先　掛川地区労福協　☎0537-61-21221月　

2月　

3月　

9:15

4：50集合

18:00

18:30

18:30

18:00

14:30

労働団体役員合同セミナー 清水テルサ

東京ディズニーランド・シー

浜岡グランドボウル

会員役員 清水地区労福協

静岡地区労福協

小笠南地区労福協

浜松市労福協

掛川地区労福協

清水地区労福協

浜松市労福協

静岡地区労福協

東遠地域労福協

東遠地域労福協

会員のみ-参加費あり

入場無料

会員のみ-無料

掛川毎日ボウル

はーとびあ清水

ジョイランドボウル三島

プラザおおるり大ホール

三島商工会議所　大会議室

未定

掛川市南体育館（し～すぽ）

新春落語

生活支援カンパ取組み

いちご狩りツアー

東京ディズニーランド・シー
バスツアー

第35回小笠南地区労福協
ボウリング大会

掛川地区労福協
親睦ボウリング大会
つながる仲間ミーティング
清水おやこ劇場

三島地区労福協長泉支部
ボウリング大会

勤労者スキルアップ
セミナー

東遠地域労福協
若者研修交流会

第7回親睦ソフト
バレーボール大会

浜松市労福協　生活支援セミナー
「人を惹きつける言葉の力」

アクトシティ浜松
コングレスセンター４階

静岡地区労福協の
会員・家族　有料

労福協会員
浜松市民

参加資格：会員
参加費：あり

三島地区労福協
長泉支部

島田榛北地区労福協
島田榛北勤労者共済会

三島地区労福協

会員構成員と
その家族

浜松市労福協
会員対象

静岡地区労福協の
会員・家族　有料

東遠地域労福協加盟会員
1人3,000円（予定）

東遠地域労福協加盟会員
1チーム3,000円（予定）

小笠南地区労福協加盟会員
1チーム（4人）5,000円

いちご狩りパーク＆
いちごカフェ久能屋

18:15

9:30

9:30

18:30～
　20:00

受付
9：00～9：40

「スポーツは遊びであり、遊びの中にこそ学びがある」――。
　NPO 法人スポーツコミュニティ磐田・ポーラスターは、
子どもから大人までが “遊びながら学ぶ” スポーツを通じ
て、笑顔あふれる地域づくりを進めています。

NPO法人スポーツコミュニティ磐田・ポーラスター
　近年の主な取り組みは、年少～小学生が参加
できる「サッカーあそびスクール」、親子で体
を動かす「親子 de ボルビ」、幼稚園・保育園へ
訪問指導する「リーベ式運動あそび」、そして
中学生を対象とした「スポーツボランティア育
成講座」です。勝敗や上達だけを重視するので
はなく、夢中になって体を動かし、仲間と関わ
る楽しさを感じられる時間を大切にしていま
す。また、公園や閉校となった学校など地域の
場を活用し、世代を超えて交流できるスポーツ
コミュニティづくりにも力を入れています。
　子どもたちが笑顔で遊び、親が見守り、地域
が支える――そんな風景があたり前にある社会

をつくることが私たちの願いです。これからもポーラ
スターは、「いつでも遊びがモノをいう」まちづくり
を続けていきます。

Worker’s Library のトップページで
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■はじめてじっくり読ませていただきました。ロッキー奨学金のことも知ることができ、ぜひ必要とされ
　る組合員さんに教えてあげようと思いました。　　　　　　　　   　　　　　　　　富士宮市　林田様

■ナガサキ平和の旅2025を読ませていただき、想いを繋ぐ重要性を強く感じました。自分も元気なうちに
　一度、家族と平和を学びに訪れたいと思います。今後も福祉活動の導きをお願いいたします。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 富士宮市　赤池様

■富士山一斉清掃の記事を見て、西部でも浜名湖や海岸沿いの一層清掃などあれば参加したいと思いまし
　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜松市 古橋様

■労福協だよりを読むたびに、ヒトのつながりを感じています。最近はフードバンクへの寄付が減ってき
　ているそうで、物価高や節約の影響もあるかと思います。でも、まだ使えるのにすてられてしまう食材も
　あるはずです。年末の大掃除ではフードバンクも意識して、できることから協力していきます。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 浜松市　渥美様

■ろうきんの定期預金で復興を支援することができる災害復興応援定期があることを初めて知りました。
　自分でも協力できそうなことから少しずつ取り組んでいきたいと思います。　　　　　浜松市　石田様   

あなたも労福協だよりにご意見、ご質問を
お寄せください。掲載させていただいた方
には粗品をプレゼント！

https://shizuoka-rofukukyo.jp

E-mailは労福協ホームページの「応募する」をご利用ください。

クイズの答えはメッセージにお願いします。

応募総数57通の内、
正解者の中から抽選した結果
下記の方々が当選されました。
おめでとうございます。

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」FAX ０５４－２７３－３１１０　応募先

（１）Ｃ：ＣＸ
（２）C：じゃがいも
（３）きぼう

クイズ  前回の答え

○ 富士市　　今井様
○ 静岡市　　大石様
○ 島田市　　立林様
○ 磐田市　　鈴木様
○ 浜松市　　和久田様

当選者

■締 切 日　２０26年2月14日（土）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所　
　　　　　　④クイズの答え　⑤メッセージ

QUO
カードを
ゲットしよう！
ホームページからの
応募も可能です

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・E-mail の何れかでご回答ください。
正解者の中から、抽選で５名様にQUOカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた方にもQUOカードをプレゼントします。

応募する をクリック

❶巻頭特集「2026年この一文字に懸ける」で
　労福協中西理事長が挙げた一文字は？
　Ａ： 継 ／ Ｂ：続 ／ C： 組
❷こくみん共済 coop運営委員セミナーの講演の演題のテーマは？
　Ａ： トレイ／ Ｂ： レイト ／C： トイレ
❸人物登場の北駿地区労福協 三枝務局長が紹介された
　駿東勤労者福祉サービスセンターとのクーポン券配布コラボ
　企画名「外でご飯＆○○」。○○に当てはまるのは？
Ａ： テイクアウト ／ Ｂ：チェックアウト ／ C： アウトドア

　　　

小笠南地区労福協事務所の紹介
・住所：掛川市大坂526
・電話：0537-28-9566　FAX：0537-28-9567
・所在地道案内　ろうきん小笠支店より西へ徒歩5分
　　　　　　　　（駐車場の有無）駐車場4台
・事務所の開いている曜日 火・水・木曜日（来所の際は
事前にご連絡ください）　時間：9：30～14：00
小笠南地区退福共事務所も併設しています。
フードバンクの食料寄付を随時受付しています。
お気軽にお立ち寄りください。
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静岡県労福協HP

労福協だよりを
閲覧できます

運動継承！運動継承！運動継承！

不易流行不易流行不易流行
運動継承！

不易流行

地域・地区労福協活動紹介地域・地区労福協活動紹介地域・地区労福協活動紹介
NPO団体活動紹介NPO団体活動紹介NPO団体活動紹介

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.59
（裾野地区労福協）

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.59
（裾野地区労福協）

物登場物登場人

連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だよりは「しずおかeブック」から閲覧できます。


